
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● ＰＴＡが学校と地域のつなぎ手となって本事業を行っている。生

徒が少子高齢化の進展する地域社会において、その一員として福

祉について学び、考える機会となっている。高齢者との交流を通

して、豊かな人間性を養いながら、いざという時には支える側と

なって地域に貢献できる人材の育成をめざす。 

● 地域の自治に対する参画意識や社会貢献の意識が高まると同時

に、豊かな人間性と思いやりの心を育む場となっている。  

● 人の役に立つことに喜びを感じ、自己有用感を高めることがで

きた。 

● 今日は話などたくさんできたので、とても楽しかった。なかなか

地域の方と話す機会がないので、とてもいい経験になった。 

● 戦争のときに生活していた方がいたので、教科書で知ることより

くわしく知ることができた。これからは、身の回りの便利なこと

などに感謝をして生活していきたいと思った。 

高齢者訪問による交流体験 

第３学年 


